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学校教育目標

「明るく伸び伸びとした子ども 喜んで働き 努力する子ども
学 仲良くつきあい だれからも愛される子ども 常に知識を求め新しい時代に生きぬく子ども」

校 学校経営の基本方針

「互いの良さを認め 学び合う学校の実現に努力する」
経 （１）一人一人を理解し、個に応じた教育活動の推進に努める

（２）人との関わりを重視する指導の推進と、思い遣る心の育成に努める
営 （３）学習や生活の基盤である学級づくりに努める

（４）特別支援教育の充実とインクルーシブ教育の推進に努める。
の （５）確かな学力の定着を図り学習意欲を高め、学ぶことの楽しさが実感できるような授業づくりに努める

（６）健康安全防災教育の推進と安全管理の充実に努める
重 （７）家庭や地域社会との連携を深め、信頼され開かれた学校づくりに努める

学校経営の努力点
点 （１）望ましい人間関係の育成と心の教育を推進する。

・話し合い活動を充実させるなどして認め合い、学び合う学級づくりを推進する。道徳の時間の充実と道徳教育
の推進により道徳的実践力を高める。生徒の心を育てる実践や事例などをとおして思い遣る心を育てる。

（２）一人一人の願いや課題を把握し、きめ細かな学習指導に努める。
・学ぶ意欲を高め、学ぶことが楽しいと感じるような授業を実施する。確かな学力の定着を図り、主体的に学ぶ
意欲を引き出す指導を推進する。
指導のねらいと評価を明確にし、自己評価能力を育成する。ペアや班などの学習形態の工夫により思考を深め、
学習課題を解決する場を設定する。特別支援教育についての正しい理解と認識に努め、個に応じた指導の充実
を図る。

（３）家庭・地域との連携を密にし、特色ある教育活動を推進し開かれた学校づくりに努める。
・小中連携を進めるとともに、学校開放日、行事・授業公開などを充実させる。朝読書、合唱、地域ボランティ
ア活動や学校林活動等の取組を推進する。保護者や地域住民との信頼関係が深まるよう努力する。

（４）インクルーシブ教育への理解と推進を図る。
・インクルーシブ教育の基本的な考え方と合理的配慮の理解に努める。特別支援教育の視点を大切にした指導。
特別支援校内委員会の充実。

（５）危機管理体制の充実に努める。
・学校事故防止のために安全管理の推進に努める。防災訓練の強化・交通事故防止、不審者対応など安全確保へ
の取組と安全・防災教育の指導を徹底する。生徒や教職員の個人情報の適切な取り扱いに努める。常に危機意
識を持ち災害等が発生した場合には、防災マニュアルにそった適切な対応に努める。

（６）共通理解による指導体制を推進する。
・生徒の成長発達のためには多くの教職員の力が必要であることを再認識し、指導の方針や指導内容など共通理
解のもとで指導にあたる。生徒自身の力で改善し向上できるよう継続した指導に努める。教職員の心にゆとり
を持って生徒指導にあたる。

・がん教育をはじめとした健康課題への対応に努め，心身の健康の保持増進に努める。

①豊かな自然環境を生かした教育活動の推進
特 平成５年５月１日に「 緑の少年少女隊」に加入し、１学年を中心に緑化活動を通した生徒の育成を行っている。
色 毎年、４月に甲府駅前で街頭緑化キャンペーン、５月に県民緑化まつりに参加し「緑づくり宣言」を行う、６月に甲
あ 府市の水源林植樹の集いに参加。校内をプランター１００鉢に草花を植え緑化。また、学校林活動を宿泊学習に組み
る 込み、ネイチャーゲームや植樹活動を行い、自然に親しむ心と勤労のすばらしさを実感できる心を養っている。
教 ②生徒数名と教師が、ボランティア活動の一環として、平成４年からはじめた北口清掃が徐々に根付き、様々な賞を受
育 けるまでになっている。平成２４年２月７日「 撫子賞団体賞受賞」福祉厚生委員会「北口清掃」。平成２６年５月
活 ２４日「北口清掃」日本善行会より表賞。平成２７年１月３０日「北口清掃」おもてなし山梨県民大会より表彰。
動 また、平成２２年３月２１日に第１回「北東中を美しくする会」が発足。以後、美化園芸委員会を中心に「三層楼

を磨こう」運動を実施し、学校内外の清掃活動を積極的に行い主体的に行動できる生徒の育成を行っている。

項目 曜日 月 ～ 金 曜 日 備 考 校内研究の概要・研究指定

職 員 出 勤 ８：２０ １．研究主題

時 ※今年度は、新型コロ 「生徒の学びに向かう力の育成」

生 徒 登 校 ８：２５ ナ感染防止対策のため ～他者と関わり、認め、高め合う活動

の臨時休業中の学習対 を通して～

朝の会 ８：３５～ ８：４５ 応として、学校再開後 ２ 研究の内容

１校時 ８：５０～ ９：４０ は、短縮４５分授業で （１）授業改善

程 ２校時 ９：５０～１０：４０ ７校時を予定している。 〇生徒の意見を引き出し、認める場面づ

３校時 １０：５０～１１：４０ くり・動き出したくなる課題

４校時 １１：５０～１２：４０ ・思考ツールの活用（板書・プリント等）

給食準備 １２：４０～１２：５５ （２）学級・学年経営

５校時 １：３５～２：２５ 〇他者を認める雰囲気、人間関係づくり

表 ６校時 ２：３５～３：２５ （３）家庭学習

清掃活動 ３：３０～３：４５ 〇自主学習ノートの取り組み

帰りの会 ３：５０～４：０５

生 徒 下 校 １６：３０ 主 な 行 事

職 員 退 勤 １６：５０ ５月 入学式 始業式 避難訓練
６月 生徒総会 学級懇談

特 総 特 年
区 教 科 ７月 期末テスト １学期終業式

別 合年 間 ８月 ２学期始業式
国 社 数 理 音 美 保 技 外 の 的

間 分 別 ９月 防災訓練 二葉祭 サマーテスト
教 な 時

授 10 月 市新人戦 中間テスト 1 年学校林活動
科 学

業 ｸ 国 間 11 月 ３年進路相談 第１回校長会テスト
習 活

時 学 ﾗ 道 生徒会役員選挙 期末テスト 合唱祭
の 合

数 ｽ 12 月 生徒会役員選立合演説会 ２学期終業式
年 時

１月 ３学期始業式 ３年三者懇談 公立高校前期入試・ 数 語 会 学 科 楽 術 体 家 語 徳 動 計
間

２月 生徒総会 学校関係者評価委員会ク

３年期末テスト 新入生保護者説明会ラ １ ３ 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 50 35 1015
３月 １・２年期末テスト 公立高校後期入試ス

卒業証書授与式 修了式 離任式の ２ ３ 140 105 105 140 35 35 105 70 140 35 70 35 1015
数

３ ３ 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 70 35 1015


